
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

四

九

号

瀬
戸
石
ダ
ム
水
利
権
更
新
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

吉

川

元
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瀬
戸
石
ダ
ム
水
利
権
更
新
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
は
、
二
月
十
二
日
、
電
源
開
発
株
式
会
社
（
Ｊ－

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
）
が
球
磨
川
に
持
つ
発
電
用

の
瀬
戸
石
ダ
ム
（
芦
北
町
）
の
水
利
権
（
取
水
・
占
有
）
に
つ
い
て
更
新
を
許
可
し
た
。
期
間
は
二
〇
三
四
年
三
月
末
ま
で
の

二
十
年
に
わ
た
る
。

瀬
戸
石
ダ
ム
は
、
一
九
五
五
年
に
三
十
年
間
の
水
利
権
を
取
得
し
、
一
九
五
八
年
に
完
成
。
一
九
八
四
年
に
水
利
権
を
三
十

年
更
新
し
て
お
り
、
今
回
が
二
度
目
の
更
新
で
あ
る
。

瀬
戸
石
ダ
ム
の
完
成
以
来
約
六
十
年
間
、
ダ
ム
周
辺
や
上
流
地
域
で
は
、
洪
水
時
の
土
砂
堆
積
に
よ
る
水
位
上
昇
で
家
屋
や

道
路
の
冠
水
に
よ
る
水
害
が
頻
発
、
ダ
ム
放
流
に
よ
る
振
動
被
害
、
ダ
ム
湖
周
辺
の
護
岸
崩
壊
、
瀬
や
淵
の
消
失
に
よ
る
ア
ユ

な
ど
の
漁
場
や
産
卵
場
所
の
消
失
、
魚
族
の
移
動
阻
害
と
ウ
ナ
ギ
や
ア
ユ
な
ど
の
漁
獲
高
の
激
減
、
赤
潮
や
ア
オ
コ
に
よ
る
水

質
汚
濁
と
異
臭
、
ヘ
ド
ロ
の
発
生
等
々
、
長
年
に
わ
た
っ
て
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

瀬
戸
石
ダ
ム
の
設
置
者
で
あ
る
電
源
開
発
株
式
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
、
地
元
住
民
か
ら
瀬
戸
石
ダ
ム
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て

も
ま
と
も
に
対
応
し
よ
う
と
せ
ず
、
意
見
交
換
会
や
説
明
会
の
開
催
要
望
に
つ
い
て
も
無
視
す
る
姿
勢
に
終
始
し
て
き
た
。

周
辺
住
民
の
大
多
数
は
瀬
戸
石
ダ
ム
の
撤
去
を
望
ん
で
お
り
、
市
民
団
体
等
は
、
熊
本
県
や
国
に
対
し
、
再
三
に
渡
っ
て
、

一



瀬
戸
石
ダ
ム
の
水
利
権
更
新
を
認
め
ず
、
ダ
ム
撤
去
を
行
う
よ
う
要
請
を
し
て
き
た
。

国
土
交
通
省
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
二
〇
一
三
年
五
月
ま
で
の
間
、
「
ダ
ム
検
査
規
程
」
第
四
条
に
基
づ
き
、
六
回
に

渡
る
定
期
検
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
六
回
と
も
「
総
合
判
定
Ａ
」
で
あ
り
、
「
ダ
ム
お
よ
び
当
該
河
川
の
安
全
管
理
上

重
要
な
問
題
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
」
だ
と
指
摘
し
、
「
堆
砂
対
策
」
「
水
質
対
策
」
「
洪
水
被
害
対
策
」
「
護
岸
補

修
」
を
電
源
開
発
株
式
会
社
に
求
め
て
き
た
。

し
か
し
、
電
源
開
発
株
式
会
社
は
、
国
土
交
通
省
の
定
期
検
査
の
指
摘
に
対
し
、
抜
本
的
対
策
を
取
ら
な
い
ま
ま
、
二
〇
一

三
年
十
二
月
三
日
、
「
瀬
戸
石
ダ
ム
の
発
電
の
形
態
に
変
化
は
な
い
」
と
し
て
、
漁
業
権
を
持
つ
球
磨
川
漁
協
等
の
同
意
を
不

要
と
す
る
単
純
更
新
を
求
め
た
。

そ
し
て
、
国
土
交
通
省
は
二
〇
一
四
年
一
月
早
々
に
、
水
利
権
更
新
を
認
め
る
方
向
で
熊
本
県
知
事
に
意
見
を
求
め
る
に

至
っ
た
。
熊
本
県
は
二
〇
一
四
年
二
月
十
二
日
に
、
瀬
戸
石
ダ
ム
の
水
利
権
更
新
に
つ
い
て
環
境
保
全
や
水
産
振
興
、
治
水
面

の
安
全
性
確
保
等
の
附
帯
意
見
を
添
え
た
上
で
、
水
利
権
更
新
の
意
見
照
会
に
対
し
、
支
障
な
し
と
回
答
し
た
。

国
土
交
通
省
は
そ
の
回
答
を
受
け
、
取
水
量
を
中
心
と
し
た
審
査
は
問
題
な
く
、
知
事
の
意
見
と
合
わ
せ
て
更
新
許
可
の
条

件
が
そ
ろ
っ
た
と
し
て
、
熊
本
県
か
ら
の
回
答
受
領
か
ら
わ
ず
か
三
時
間
後
に
、
電
源
開
発
株
式
会
社
に
対
し
て
瀬
戸
石
ダ
ム

二



の
水
利
権
更
新
許
可
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
撤
去
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
荒
瀬
ダ
ム
の
水
利
権
更
新
時
、
国
土
交
通
省
は
ダ
ム
定
期
検
査
の
「
総
合
判
定
Ａ
」
と

い
う
結
果
に
基
づ
き
、
熊
本
県
知
事
に
対
し
て
「
堆
砂
対
策
」
「
水
質
対
策
」
「
洪
水
被
害
対
策
」
「
護
岸
補
修
」
を
求
め
て

い
る
。

熊
本
県
は
こ
の
指
摘
に
沿
っ
て
、
ダ
ム
湖
内
の
堆
積
除
去
、
道
路
側
壁
の
補
修
、
洪
水
被
害
補
償
、
赤
潮
対
策
、
泥
土
の
除

去
、
下
流
へ
の
土
砂
補
給
、
河
川
環
境
の
向
上
対
策
、
塵
芥
の
除
去
等
を
検
討
し
、
発
電
機
や
ダ
ム
ゲ
ー
ト
な
ど
の
主
要
設
備

の
取
り
換
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
合
わ
せ
、
約
七
十
三
億
円
超
の
費
用
が
必
要
と
試
算
し
た
。
そ
の
上
で
、
荒
瀬
ダ
ム
存
続

の
是
非
を
検
討
し
た
結
果
、
存
続
は
「
技
術
的
に
も
費
用
的
に
も
困
難
」
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
潮
谷
知
事
の
荒
瀬
ダ
ム
撤

去
表
明
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

国
土
交
通
省
は
、
荒
瀬
ダ
ム
の
水
利
権
更
新
時
に
は
厳
し
い
条
件
を
課
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
瀬
戸
石
ダ
ム
の
水

利
権
更
新
に
際
し
て
は
、
「
総
合
判
定
Ａ
」
と
い
う
結
果
に
伴
う
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
対
策
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま

更
新
を
認
め
て
い
る
。

し
か
も
、
熊
本
県
知
事
が
附
帯
意
見
で
求
め
た
事
項
に
つ
い
て
、
何
ら
の
対
応
を
す
る
こ
と
な
く
水
利
権
更
新
許
可
に
至
っ

三



た
こ
と
は
、
国
の
審
査
が
「
許
可
あ
り
き
」
で
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

河
川
法
は
、
そ
の
目
的
に
「
公
共
の
安
全
の
保
持
」
を
掲
げ
、
河
川
を
国
民
共
有
財
産
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
に
沿
え

ば
、
被
害
を
受
け
て
い
る
周
辺
住
民
の
瀬
戸
石
ダ
ム
撤
去
を
求
め
る
声
、
あ
る
い
は
球
磨
川
漁
協
の
瀬
戸
石
ダ
ム
水
利
権
更
新

の
反
対
決
議
等
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
意
見
聴
取
等
を
重
ね
、
丁
寧
な
審
査
手
続
き
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
ダ
ム
検
査
規
程
」
第
四
条
に
基
づ
く
定
期
検
査
は
、
三
年
に
一
回
以
上
検
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
瀬
戸
石
ダ

ム
の
過
去
六
回
の
定
期
検
査
に
お
け
る
、
①
上
流
に
お
け
る
堆
砂
等
に
よ
る
河
床
又
は
水
位
の
上
昇
、
②
貯
水
池
内
の
河
岸

又
は
そ
の
付
近
の
土
地
の
崩
壊
又
は
地
滑
り
の
恐
れ
、
③
ダ
ム
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
管
理
記
録
の
確

認

に
つ
い
て
の
検
査
結
果
を
、
で
き
る
限
り
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

二

右
の
定
期
検
査
の
実
施
結
果
と
し
て
「
総
合
判
断
Ａ
」
の
判
定
が
繰
り
返
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
五
月
の
検
査
結
果
で
は

「
ダ
ム
お
よ
び
当
該
河
川
の
安
全
管
理
上
重
要
な
問
題
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
を
必
要
と
す
る
」
と
指
摘
し
、
国
土
交
通
省

は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
に
「
堆
砂
対
策
」
「
水
質
対
策
」
「
洪
水
被
害
対
策
」
「
護
岸
補
修
」
等
の
対
応
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
実
施
し
て
き
た
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

四



三

今
回
の
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ
る
瀬
戸
石
ダ
ム
水
利
権
更
新
申
請
に
対
し
、
国
土
交
通
省
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
十
二

日
、
水
利
権
更
新
に
支
障
な
し
と
す
る
熊
本
県
知
事
か
ら
の
回
答
を
受
け
、
回
答
受
領
か
ら
わ
ず
か
三
時
間
後
に
電
源
開
発

株
式
会
社
に
水
利
権
更
新
の
許
可
を
通
知
し
て
い
る
。
瀬
戸
石
ダ
ム
の
定
期
検
査
結
果
に
対
し
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
十

分
に
対
応
し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
現
状
に
加
え
、
熊
本
県
知
事
の
附
帯
意
見
に
対
応
し
な
い
ま
ま
、
な
ぜ
水
利

権
更
新
を
許
可
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

四

瀬
戸
石
ダ
ム
周
辺
住
民
や
上
流
地
域
の
住
民
は
、
長
年
に
渡
っ
て
、
ダ
ム
放
流
時
の
振
動
・
騒
音
被
害
、
洪
水
時
の
水

害
、
ダ
ム
湖
の
ア
オ
コ
や
赤
潮
の
発
生
、
悪
臭
等
に
悩
ま
さ
れ
、
球
磨
川
漁
協
は
、
瀬
戸
石
ダ
ム
の
水
利
権
更
新
反
対
の
決

議
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
河
川
法
第
一
条
は
「
公
共
の
安
全
を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
掲
げ
、
同
第
二
条
で
は
「
河
川
は
、
公
共
用
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
保
全
、
利
用
そ
の
他
の
管
理
は
、
前
条
の
目
的
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
に
適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
河
川
管
理
の
原
則
等
と
し
て
第
一
項
に
定
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
、
河
川
法
の
定
め
る
条
文
に
従
え
ば
、
国
土
交
通
省
は
熊
本
県
知
事
に
対
す
る
意
見
照
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ダ
ム
周
辺

や
流
域
の
住
民
、
球
磨
川
漁
協
か
ら
意
見
聴
取
等
を
行
い
、
丁
寧
な
審
査
手
続
き
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
い
か
に
考
え
る

か
。

五



右
質
問
す
る
。

六


